


＜ 本展示で取り上げた ロケ地 及び 映画 ＞ 
 

【本展示で取り上げたロケ地】 

「アースケア桐生が岡遊園地」 「未来にはばたけ山田製作所桐生が岡動物園」  

「桐生が岡公園」 「ぐんま昆虫の森」 「新川公園」 「浜松町児童公園」  

「東三丁目団地」 「岡の上団地」 「間ノ島団地」   「雷電神社」 「西宮神社」 

「末広町通り」 「宮本町界隈」   「渡良瀬川」 「桐生川」 「桐生川ダム」  

「西桐生駅」 「有鄰館」 「桐生織物記念館」 「美喜仁桐生文化会館」 「桐生倶楽部」 

「群馬大学工学部同窓記念会館」 「桐生厚生総合病院」 

「カトリック桐生教会」 「聖フランシスコ修道院」 「旧西中学校」 「桐生第一高等学校」 

「後藤織物」 「森合資会社」 「ＫＩＲＩＮＡＮ ＢＡＳＥ」 

「奈良書店」 「ルリ美容室」 「カットハウス・モグ」 「河原井サイクルセンター」 

「カフェレストランＮＩＬＳ」 「ｓｔ ｃｏｍｐａｎｙ」 「五十番」 「ベッドフォードカフェ」 

                                                                計３８か所 

【本展示で取り上げた映画】 （公開年） 

「妻の心」（1956）、 「のど自慢」（1999）、 「白痴」（1999）、 

「突入せよ！あさま山荘事件」（2002）、 「人のセックスを笑うな」（2008）、 

「僕の初恋をキミに捧ぐ」（2009）、 「劇場版 怪談レストラン」（2010）、 

「君に届け」（2010）、 「聯合艦隊司令長官 山本五十六 太平洋戦争７０年目の真実」（2011）、 

「からっぽ」（2012）、 「はじまりのみち」（2013）、 「草原の椅子」（2013）、  

「少年Ｈ」（2013）、 「脳男」（2013）、 「中学生円山」（2013）、 「ＡＴＡＲＵ」（2013）、

「バイロケーション」（2014）、 「こっぱみじん」（2014）、 「クローバー」（2014）、 

「ひまわり畑にて」（2015）、 「星ガ丘ワンダーランド」（2016）、 

「セーラー服と機関銃－卒業－」（2016）、 「ユリゴコロ」（2017）、 

「きょうのキラ君」（2017）、 「今夜、ロマンス劇場で」（2018）、 「惡の華」（2019）、  

「浅田家！」（2020）、 「哀愁しんでれら」（2021）、 「母性」（2022）、 

「ラーゲリより愛を込めて」（2022）、 「ハウ」（2022）、  

「あの花が咲く丘で、君とまた出会えたら。」（2023）、 

「赤羽骨子のボディーガード」（2024）、 「見える子ちゃん」（2025） 

                                                           計３４作品 


